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新
名
神
高
速
道
路
は
、
西
日
本
に
お
け
る
新
た
な
物

流
の
大
動
脈
と
し
て
建
設
が
進
む
。
周
辺
主
要
道
の
渋

滞
を
解
消
し
、
大
規
模
改
修
、
災
害
時
の
代
替
機
能
も

担
う
。
武
庫
川
橋
（
仮
称
）
は
神
戸
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

の
東
側
で
、
大
阪
湾
に
注
ぐ
武
庫
川
に
架
け
ら
れ
る
橋

梁
だ
。
平
成
二
十
三
年
の
十
一
月
に
現
地
着
工
し
た
。

　

武
庫
川
は
、
川
幅
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
流
れ
も

穏
や
か
な
清
流
の
印
象
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
場
を
取

り
仕
切
る
三
井
住
友
建
設
㈱
の
小
西
純
哉
所
長
は
「
普

段
は
お
と
な
し
い
二
級
河
川
で
す
が
、
大
雨
が
降
る
と

一
気
に
水
か
さ
が
上
が
る
。
周
辺
の
道
路
が
冠
水
す
る

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
。

新
た
な
技
術
、工
法
を
満
載
し
た
現
場

80mを超える上空で新名神高速道路が武庫川をまたぐ。全長約442mの武庫川橋の建設が進む。
国内初、世界でも類を見ないいくつもの土木技術を結集した現場である。

新
た
な
発
想
を

体
現
す
る

 「
蝶
」
が
舞
う
橋

Site Discovery

発見
現場

河川内に建つP3橋脚。基礎工のため8mほど積み上げた2000
個以上の大型土嚢が川の増水により突破されたこともあった。8
台のポンプで排水しながら施工した。   

蝶の形をした「バタフライウェブ」。NEXCO西日本との共同開発
による鋼繊維配合の高強度コンクリートが本体部分に採用され
ている。

文：槌田波留基　写真：特記以外は西山芳一

　

武
庫
川
橋
は
支
間
長
約
七
〇
〜
一
〇
〇
㍍
の
五
径
間

で
、
全
長
は
四
四
二
・
二
㍍
。
ひ
び
割
れ
を
抑
制
す
る
プ

レ
ス
ト
レ
ス
ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｒ
Ｃ
）
の
部

材
を
張
出
し
施
工
で
桁
を
延
ば
し
、
武
庫
川
と
県
道
切

畑
道
場
線
を
跨
ぐ
。

　

橋
脚
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
工
法
を
採
用
し
た
。
あ
ら
か
じ

め
工
場
で
製
作
し
た
帯
鉄
筋
を
埋
め
込
ん
だ
半
円
形
の

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
現
場
で
積
み
上
げ
た
後
、
内
部

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
、
橋
脚
を
構
築
す
る
工
法
だ
。

現
場
で
の
鉄
筋
組
み
立
て
、
型
枠
作
業
を
省
力
化
し
、

急
速
施
工
を
可
能
と
す
る
。
武
庫
川
の
流
れ
を
阻
害
し

な
い
よ
う
橋
脚
は
円
柱
形
に
な
っ
た
。「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
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そ
の
川
を
挟
ん
で
外
径
五
・
五
㍍
、
高
さ
八
〇
㍍
を

超
え
る
四
本
の
円
柱
が
悠
然
と
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

武
庫
川
橋
は
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
脚
の
柱
頭
部
か
ら
両
側
に

向
か
っ
て
腕
を
延
ば
す
よ
う
に
橋
桁
を
架
け
て
い
く
。

「『
Ｐ
Ｒ
Ｃ
五
径
間
連
続
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ

ラ
イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
』
と
い
う
橋
型
で
す
。
舌
を
噛
み

そ
う
に
な
り
ま
す
よ
ね
」
と
所
長
は
笑
う
。
し
か
し
こ

の
現
場
は
、
橋
梁
技
術
の
粋
を
結
集
し
た
世
界
初
、
国

内
初
の
工
法
を
導
入
、
か
つ
て
な
い
架
橋
に
挑
ん
で
い

る
と
聞
い
て
い
た
。「
い
や
、
そ
ん
な
大
層
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
現
場
で
は
従
来
の
技
術
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
た
工
法
が
随
所
で
活
か
さ
れ
て
い
る
の
は

事
実
で
す
」
と
、
は
に
か
み
な
が
ら
所
長
が
教
え
て
く

れ
た
。

名
古
屋
か
ら
西
へ
、
新
た
な
高
速
道
の
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

新
名
神
高
速
道
路
。
近
畿
、中
部
圏
を
全
長
一
七
四
㌔
㍍
で
結
ぶ
。

こ
の
新
名
神
が
西
側
の
起
点
、神
戸
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
直
前
で

武
庫
川
を
越
え
る
。

そ
の
橋
梁「
武
庫
川
橋
」の
建
設
現
場
を
取
材
し
た
。

多
く
の
新
工
法
、新
技
術
が
試
さ
れ
る
舞
台
だ
が
、気
負
い
は
な
い
。

自
然
体
で
愚
直
な
ま
で
に「
考
え
る
」姿
勢
を
貫
く
現
場
だ
っ
た
。

新
名
神
高
速
道
路
武
庫
川
橋
工
事

世
界
初
の
構
造
形
式
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れ
る
ウ
ェ
ブ
は
「
蝶
々
」
の
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

バ
タ
フ
ラ
イ
の
名
が
つ
い
た
。
工
場
で
製
作
す
る
た
め

品
質
の
管
理
が
容
易
で
、
従
来
の
ウ
ェ
ブ
と
比
較
し
て

上
部
工
を
約
一
〇
％
軽
量
化
で
き
た
。
軽
く
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
通
常
三
〜
四
㍍
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
六
㍍
に
し

て
総
ブ
ロ
ッ
ク
数
を
ほ
ぼ
半
減
、
施
工
性
を
向
上
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
柱
頭
部
か
ら
両

サ
イ
ド
へ
移
動
作
業
車
で
架
設
、
桁
を
延
伸
し
て
い
く
。

小
西
所
長
は
「
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
の
施
工
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
垂
直
据
え
付
け
で
は
な
く
、
勾
配
を
持
つ

構
造
な
の
で
、
今
後
、
細
心
の
注
意
を
必
要
と
す
る
施

工
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

さ
ら
に
武
庫
川
橋
は
、
斜
張
橋
と
桁
橋
の
中
間
型
と

も
い
え
る
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
と
い
う
構
造
に
な

る
。
当
初
、
一
般
的
な
箱
桁
橋
で
発
注
さ
れ
た
が
、
さ

ら
な
る
高
品
質
、
合
理
化
施
工
を
再
検
討
し
た
結
果
、

バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
提
案
、
採
用
さ
れ
た
。
世
界
初
と
な
る
橋
梁
形
式
だ
。

　

小
西
所
長
は
事
務
所
で
話
を
し
な
が
ら
「
世
界
初
の

橋
梁
。
設
計
担
当
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」
と
、
若
手
の
様
子
を
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
窺
っ
た
。

ご
自
身
も
初
め
て
担
当
す
る
大
現
場
に
な
る
と
い
う
。

し
か
し
、
多
様
な
工
種
、
新
技
術
を
展
開
す
る
現
場
で

あ
っ
て
も
気
負
い
は
な
い
。「
当
た
っ
て
砕
け
ろ
、
と
い

う
か
、
細
か
い
こ
と
は
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
感
覚
が
あ
る
ん
で
す
」
と
飄
々

12mの主筋で橋脚部材の建込
みにトライしようとしたとき、

職人さんは「長過ぎて難しいよ」と助
言してくれたんです。施工場所も河川
内でラクではないことは判っていまし
たが、それでもやってみようと。結果、
大変な苦労をすることになりました。
職人さんの経験の方が確かだったんで
す。しかし、職人さんの意見を聞き、
固定治具を開発改良するなど工夫を施

し、習熟することで施工はスピードア
ップしました。SPER工法は、この経
験でまた一歩進化しました。
　土木は試してみて初めて身に付くこ
とが多くありますが、経験するだけで
はダメです。やり方も一つではありま
せん。考えて改良することが完成形に
近づく方法と言えるでしょう。橋脚の
施工にしても、もっといい方法がある
はずだと今でも考え続けています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

三井住友建設株式会社
武庫川橋作業所  所長

小西純哉
Junya Konishi

と
語
る
。
し
か
し
現
場
に
臨
む
前
に
は
、
工
事
の
全
体

像
、
施
工
の
要
所
を
徹
底
的
に
考
え
、
検
討
し
て
き
た
。

「
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
き
事
前
に
『
正

解
』
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
の
は
動
く
前
に
ま
ず
『
考
え
る
』
こ
と
で
す
。
些
細

な
ミ
ス
は
臨
機
応
変
に
改
善
で
き
ま
す
が
、
大
き
な
失

敗
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」。
小
さ

な
ミ
ス
は
む
し
ろ
成
果
へ
の
近
道
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　

こ
の
現
場
に
着
任
が
決
ま
っ
た
と
き
も
熟
考
を
重
ね

た
。
そ
し
て
一
つ
の
目
標
を
立
て
る
。
い
か
に
短
期
施

工
を
達
成
す
る
か
。
そ
の
一
つ
の
工
夫
と
し
て
、
橋
脚

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
建
込
み
で
、
本
来
八
㍍
の
主

筋
を
一
二
㍍
に
変
更
し
て
施
工
に
あ
た
っ
た
。
長
い
分
、

主
筋
の
建
込
み
回
数
が
減
り
、
工
期
の
短
縮
に
つ
な
が

る
と
考
え
た
。「
長
過
ぎ
ま
し
た
。
主
筋
が
う
ま
く
固
定

で
き
な
く
て
、
上
と
下
で
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
ね
じ
れ
る
鉄
筋
を
さ
ば
く
の

に
大
わ
ら
わ
で
し
た
」
と
苦
笑
す
る
。
し
か
し
段
階
を

踏
む
ご
と
に
、
作
業
員
の
工
夫
も
あ
っ
て
施
工
性
が
上

が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
失
敗
は
改
善
す
る
こ
と
で
次
の

現
場
に
向
け
た
大
き
な
糧
と
な
る
、
と
自
信
を
見
せ
た
。

「
土
木
は
経
験
工
学
で
す
が
、
経
験
し
た
だ
け
で
は
何

に
も
な
ら
な
い
。
成
功
や
失
敗
は
、
そ
の
要
因
を
考
え

る
こ
と
で
将
来
に
い
か
さ
れ
て
い
く
ん
で
す
」。
小
西

所
長
の
い
う
「
経
験
工
学
」
は
、「
経
験
考
学
」
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
場
へ
の
注
目
度
は
非
常
に
高
い
。
新
名
神
は
近
隣

の
市
民
か
ら
も
大
き
な
期
待
を
集
め
て
お
り
現
場
見
学

も
相
次
い
で
い
る
。
小
学
生
の
見
学
会
で
こ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
前
に
、
橋
脚

部
材
の
内
側
に
記
念
の
絵
を
描
く
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た

と
き
の
こ
と
だ
。「
み
ん
な
喜
ん
で
発
想
に
富
ん
だ
絵

を
描
い
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
イ
ベ
ン
ト

の
お
礼
に
と
『
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
』
を
合
唱
し
て

く
れ
た
ん
で
す
。
発
注
者
で
あ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

さ
ん
と
並
ん
で
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
涙
を
こ
ら
え

る
の
が
大
変
で
…
」。
事
務
所
に
は
後
日
届
け
ら
れ
た

子
供
た
ち
の
手
紙
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る

エ
ー
ル
が
現
場
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

完成後のイメージイラスト。桁側面のバタフライウェブは、本来50mほどの支間長に適
した部材だが、武庫川橋は100mにもなるため斜材で強度を確保するエクストラドーズド
構造が採用された。（提供：三井住友建設株式会社）

実
績
の
あ
る
工
法
で
す
が
円
柱
形
は
国
内
初
の
試
み
で

し
た
。
丸
い
断
面
の
橋
脚
と
矩
形
の
柱
頭
部
の
接
合
に

も
新
た
な
技
術
を
使
っ
て
い
ま
す
」。
柱
頭
部
も
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
化
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
を
横
方
向
に
張
り
出
し

て
架
設
、
こ
れ
を
支
保
工
と
す
る
こ
と
で
作
業
の
低
減

を
図
っ
て
い
る
。

　

橋
の
側
面
部
材
は
、
こ
の
橋
の
大
き
な
特
徴
と
な
る

「
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
」
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
と
は
橋
桁
本

体
の
「
壁
」
を
構
成
す
る
部
材
で
、
上
下
の
床
版
を
連

結
し
、
引
張
力
と
圧
縮
力
を
伝
達
す
る
。
現
場
で
使
わ

エ
ー
ル
に
応
え
て
前
進
す
る
現
場

ど
の
現
場
で
も「
気
負
わ
な
い
」

上／橋脚はプレキャスト部材を積み上げていくSPER
工法で建設された。大幅な工期短縮を可能とし、足場
の構築、高所作業が最低限で済むため安全性、経済性に
もすぐれた工法だ。（提供：三井住友建設株式会社）
下／事務所の壁には見学会後に子供たちから贈られた
手紙が大切に飾られている。

上／主桁の施工は、バタフライウェブ8枚で
構成されたブロックを、桁上のワーゲンレー
ルに乗った移動作業車で架設していく。
左／一番手前はP1橋脚の基礎。両サイド
に位置するP1・P4橋脚基礎部は、RC造の
リング状構造部材をガイドとして、鉄筋と
吹付けコンクリートで補強、掘り下げる竹
割り型土留め工法で施工した。


